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ク ロ レ ラ 、 ス ピ ル リ ナ 、 デ ュ ナ リ エ ラ 、
ポ ル フ ィ リデ ィ ウ ム お よ び

円石 藻 の ピ ア ル ロ ニ ダ
ー

ゼ 阻害活性

榊節子 、藤谷直貴 、山 口裕司 、 ○竹中裕行 （MAC 総合研究所 ）

【目的】近 年 、 ア トピー
性皮膚炎や花粉症 な どの ア レ ル ギ ー

疾患が増加 し社会 問題 と

な っ て お り、天 然物 由来の 抗 ア レ ル ギー物質の 検索が活発 に行 われ て い る 。 今回 、大量

培養 の 行わ れ て い る 5種 の 微細藻類 につ い て 、抗 ア レル ギ ー
活性の 指標 と され て い る ヒ

ア ル ロ ニ ダ ーゼ 阻害活性 を測定 した 。

【方法】ク ロ レ ラ （（」．　pyrenoidosa ）、ス ピル リナ （S．　plateflsis）、デ ュ ナ リエ ラ （D ．

salina ）、ポ ル フ ィ リデ ィ ウ ム （P．　purpureum ）お よ び円石藻 （P．　carterae ）の 熱水抽 出

物 につ い て エ タノ
ー

ル を用い て エ タノ
ー

ル 可 溶性 画分 と不溶性画分 と した 。

　各画分 と ピ ア ル U ニ ダ ーゼ をイ ン キ ュ ベ ー ト後 、 ピ ア ル ロ ン酸 カ リウム を基質 と して

ピ ア ル ロ ニ ダー
ゼ 活性 を測定 し、 50％ 阻害濃度 （rCso）を求め た 。

【結果】ピ ア ル ロ ニ ダ
ー

ゼ 阻害活性 は 、ス ピル リナ 、 デ ュ ナ リエ ラ 、 ポ ル フ ィ リデ ィ ウ

ム の エ タ ノ ー
ル 可溶 性画分 に 強 く認 め られ 、そ の rc50 は抗 ア レ ル ギ ー剤 と して 使用され

て い る ク ロ モ グリ ク酸 ナ トリウム （rc50：0．14HL9／lnL ）に 匹敵す る もの で あ っ た。

　今後 、 活性物質の 単離 ・精製 と in　vivo で の 活性の 検討を行 う予定で ある 。

inhibitory　Effects　of　Microalgae　on 　the 　Activation　of　Hyaluronidase、
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【Key 　words 】 aigai　e ）（tracts

，
　anti − hyaiuronidase

，
　ethanoi − insolbufie　fraction

，

microalgae

634 米 由来 の ヒ ド囗 キ シ 脂肪酸 と各種類縁体の 抗腫瘍活性

（タマ ノ イ酢 ・中央研究所，
＊

宮崎大 ・
工 ）

○林　芳樹，西 川　泰，森　浩孝，松 下 洋一 “

、管本和寛
卒

，松井隆尚
＊

（目的】米糠の水抽出液か ら、in　vitro に お い て ガ ン 細胞 に 対 する細胞毒性を示す物質と して 、

（10E，12Z｝・9−Hydroxyoctadeca−10」2denolcacid （9 一ヒ ドロ キ シ 酸） を得 、既 に報告 して

い る。今回、こ の物質 の 効率的な生産 と抗腫瘍活性につ い て 、新た な知 見 を 得 た の で報告する 。

【方法及び結果翌米や米糠 を水 抽出する際、ソ ノ ール 酸 を適量 添加 しイ ン キ ュ ベ ートす るこ と

で、 9 一ヒ ドロ キ シ 酸 を効率良 く生産さ せ る こ とに成功 した 。 こ の 化合 物は 、in　vitroに おい て、

マ ウ ス 正 常細胞 （BALB ！3T3｝に 較 べ て 、そ の 形質転換細胞 （SV ・T2）に対 して 選択的 に細胞 毒性

を示 す こ とが明らかとな っ た 。 また 、マ ウ ス を用 い た抗腫瘍活 性試験 を行 っ た結果 、他 の 脂 肪

酸 に 較 べ て 顕 著 な効 果が 確認 され た 。

一方 で 、 9 一 ヒ ドav キ シ酸 の 構造 異 性体で ある

（9Zj　1　E｝−13−Hydroxyoctadeca−9 ，
11 −dienoicacid （13 一ヒ ドロ キ シ酸 ） に は、そ れ らの 効 果

が全 く観察されな か っ た 。

1＋
現在。構造 と活 性の相関関係を調 べ て お り、併せ て 報告を予定

して い る。
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